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● 活動地域の概要 

活動対象の地域 愛知県蒲郡市三谷町 

世帯数 三谷町及び三谷北通をあわせ ５００８世帯 

人 口 三谷町及び三谷北通をあわせ １３４５７人（平成２１年１月現在） 

高齢化率 ６５歳以上の割合 23.3%（平成２１年１月現在） ５年後30% １０年後37% 

年齢別人口構成 60歳～69歳の年代が全体の15%強 20代以下は8% その他の年代は平均10%程度 

公共交通に関する状況 ＪＲ東海道本線三河三谷駅 毎時２本～３本普通電車がとまる。 

産業や雇用の状況 産業は水産加工、繊維、温泉 全て産業は衰退傾向、雇用の中心は市外のトヨタ系工場へ 

                                
【位置図】          【三谷漁港】昭和５８年に現在の荷さばき所が完成 

                   昭和５０年前半をピークに漁船が減少。 

● 活動地域の課題 

８５年度末をピークに人口の減少が進んでいることとが問題でしたが、昨年度末（平成２０年度）に２１年ぶりに減少

していた人口が増加に転じました。その理由として、ラグーナ蒲郡関連のマンションや企業誘致の影響が大きいと思い

ます。人口の増加がある反面、地場産業である漁業も平成１２年の就業者数２５２人から平成１７年の１９８人に５年

間で５４人減少していることから第１次産業の高齢化、担い手不足、若者不足が課題となります。 

また、新しい土地からの流動ということで、今までの「祭コミュニティー」のような蒲郡市独自のコミュニティーが薄

れ、維持していくことが困難になることも考えられます。 

● 活動の内容 

（全体） 

平成20年度 

地場産業の活性化という地域のニーズと、障害を持つ方と地域の方の就労場所というＮＰＯ法人楽笑のニーズをマッチ

ングし、漁業組合とＮＰＯ、自治会、観光協会等の多様な主体とが協働で「干物」を使って事業を展開しました。事業

名にもあるように、「マーケティング」を中心に当初不安を持っていた、販路や商品開発の問題を解決し、障害者及び

団塊退職者の雇用の場として、活動を始めました。商品マーケティングを行うことで、地場産業商品の可能性を見いだ

す事が出来、市民が協働することで働く場所の確保が出来、継続して運営が出来るように形にすることで「まちづくり

の理解」を進めることが出来ました。 

平成21年度 

より多くの方と協働することが街の活性化を生むとしたときに、今以上のまちづくりに対する理解が必要だと考え、次

のステップとして、ソーシャルマーケティングを行い、より市民レベルでのまちづくり理解を求める必要があります。

「公助」という公が市民の暮らしを支える時代から「共助」という共に助け合う方向にに舵をとる時代に入り、市民が

協働することで街が変わっていくのがわかり時代が変わったことを実感してもらえるような取り組みを行いたいと思

い、主婦を中心にまちづくりに対する勉強会とイベントの企画運営を行いました。 

 

 

 



 
（直近１年間の進捗など） 

日本財団「海の活動ボランティア助成」をいただき、昨年度の結果報告の市民参画型イベントを活用した地域の活性化

を使用し、新しい参画者の輪を広げ、8月末にイベントを行いました。結果、前回のイベントの反省も生かされ、アン

ケートの評価の満足度もあがり、さらには来場者数の増加、企業や市民活動団体の参画の増加につながりました。 

インターネット販売の開始、テレビや書籍などで紹介されることも多く、見学者がふえました。 

● 活動の成果 

・全体 

平成20年度 
本事業は比較的若い方が参加しており、地場産業である水産加工業の新たな担い手の育成や伝統の継承に繋がってお

り、地域が抱える課題への一つの課題解決モデルとなりました。また、団塊退職者を雇用したことにより、地域の雇用

の受け皿や生き甲斐づくりの場として機能しました。一方、地場産業でありながら衰退している干物についてマーケテ

ィング調査を実施し、専門機関による専門的な知識を活用したことにより、大阪で２店舗（飲食店）、地元企業で１店

舗（スーパー）の新たな販路を開拓することができ、地場産業の活性化という観点では順調に効果がでてきている。 
干物原材料（魚）の仕入れ先となる漁港は二隻しか操業しておらず、そのうち一隻を操業されている方は高齢等の理由

により廃業を考えていたが、当該事業により仕事が増えたことや当該事業を実施しているうちに信頼関係が生まれ、廃

業せず今後も操業していくこととなりました。干物屋の開店が早まったことにより、開店までに十分な商品を確保でき

なくなったため、地域の干物屋から商品を仕入れることとなった。本来であれば競合相手であるため協力関係が築けな

い可能性もあるが、商品を確保したい当該事業の干物屋と販路に乏しい地域の干物屋のニーズが合い、現在でも続いて

いる良好な協力関係が構築されました。 

平成21年度 

まちづくりアドバイザーを招き、地域の主婦を中心に勉強会を行いました。地域と地場産業をどう活性化しようという

話の中で、新たに「子ども」というキーワードが出ました。地域や地場産業を活性化するのはなぜなのか、それは将来

の担い手である子どもたちへの投資であることがわかりました。ただ単に「干物」を活性化しようと言ってもなかなか

身近に感じないが、「子ども」に地場産業を教えて行こうとなるとまわりの協力も得られました。 

また、昨年度お世話になった、漁業組合、観光協会、少しではありますが、地元企業との協働により主婦が企画したイ

ベントを開催することが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 干物屋オープン                     イベント当日の様子 

・直近１年間の成果など 

水産加工会社が参画したこともあり、新たに三谷漁港を守るための青年部を発足しようという動きが始まりました。福

祉系NPOが地域を活性化する動きに対し、本当は水産加工会社側がやらなくてはいけない事だと感じたそうです。もち

ろん楽笑もその団体に入り、企業と市民代表との協働として来年度以降活動が始まりそうです。 

● 今後の課題及び展望 

・課題 

三谷漁港のイベントを中心に地域がひとつになり、まちづくりに対する意識の向上をどう行うか。また、新しい動きが

始まる中で、組織を作る時の合意形成、ガバナンスの整理をどのように進めていくかが課題として挙がります。 

 

・展望 

楽笑が中心ではなく、やはり地域住民が中心となるようなまちづくりを行えるように、シフトチェンジする時期が近づ

いています。その時期に向けて準備を進めていきたいと思います。 

 

● その他（自由記述） 

 

 


